
令和 6年 3月 

生産者様各位 

信州産ソルガム普及促進協会 
 

信州産ソルガム（2024 年産）栽培および買取について 

  

 拝啓 陽春の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平

素より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。 

  

 この度当協会では 2024年産の信州産ソルガムの栽培方法および買取基準について、今年

度もＳＤＧｓやＧＡＰなど食材の安全要求が高まっている状況を鑑み、有機 JAS 規格を基

準とした栽培方法に変換し推進することとなりました。 

 従いまして、会員各位には是非ともご理解頂くと共に推進にご協力を賜ります様宜しく

願い致します。 

 

有機栽培のための条件 

・有機 JAS 規格に沿った栽培をしていただくため肥料や堆肥は有機資材をご使用いただき

ます。 

・今年度も栽培履歴を定期的にご提出していただきます。 

※栽培管理については【別紙１】有機の栽培管理についてをお読みください。 
 

ソルガムを栽培していただくほ場の状態に対しても別紙３の➀～④までの基準で受入れ

（買取）条件が分かれております。 

 
 

 

 

 

 

 

○ 可能 ※数量は事前にご相談ください 

△ 制限付き ※数量は事前にご相談ください 

  

 ほ場の基準や条件、肥料や栽培方法などでわからないことがございましたらご連絡いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

 

 栽培を希望される方は【別紙２】栽培申込書、【別紙６】種子購入申込書をご記入の

上、4月 8日までに下記まで FAXまたはメール、公式 LINEにてご提出ください。 

  

お問合せ先 

信州産ソルガム普及促進協会事務局（AKEBONO 株式会社） 担当：林 

 FAX：026-403-2079 MAIL: sorghum.nagano@gmail.com 

（お返事が数日遅れる場合がございます。ご了承ください） 

 

 

        ←信州産ソルガム普及促進協会公式 LINE 

        （ご登録いただきましたらスタンプまたは一言をお願いいたします） 

ほ場条件 買取 
加工委託 

その他雑穀の買取 

➀、②のほ場 ○ ○ 

③、④のほ場 △ ○ 

➀のほ場：２年以上有機栽培をしているほ場 

②のほ場：耕作放棄地（２年以上禁止資材不使用） 

     を開拓し、１年以上有機栽培をしているほ場 

③のほ場：耕作放棄地（２年以上禁止資材不使用） 

     を開拓し、栽培を始めるほ場 

④のほ場：昨年度まで有機栽培をしていなかったほ場 

＊詳細は別紙３をご覧ください。 


